
２
０
１
９
事
務
年
度

金
融
行
政
の
実
践
と
方
針
の
要
点
解
説

利
用
者
を
中
心
と
し
た
新
時
代
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

戦
略

　

金
融
庁
は
昨
事
務
年
度
、
金
融
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定

し
推
進
し
て
き
た
が
、
海
外
で
は
、

こ
の
間
に
も
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
飛
躍
的
に
進
展
し
、
Ａ
Ｉ
の
駆

使
に
よ
り
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
国
の
競
争
力
を
左

右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ー

タ
を
利
活
用
し
、
利
用
者
利
便
や
生

産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
健
全
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
、
図
表

１
の
と
お
り
、
①
利
用
者
利
便
や
生

産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
創
出
す
る
た
め
の
情
報
銀
行

の
活
用
も
含
め
た
金
融
機
関
に
よ
る

デ
ー
タ
利
活
用
の
取
組
み
の
促
進
、

②F
inT

ech Innovation H
ub

な

ど
に
よ
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
支

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
︑
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
︑
低
金
利
環
境
の
長
期
化
な
ど
︑
金
融
を
と
り

ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
な
か
︑﹁
利
用
者
を
中
心
と
し
た
新
時
代
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
～
金

融
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後
の
方
針
︵
令
和
元
事
務
年
度
︶
～
﹂
で
は
︑﹁
金
融
育
成
庁
﹂
と
し
て
︑
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
な
利
用
者
・
受
益
者
の
視
点
に
立
ち
︑
金
融
行
政
の
目
標
で
あ
る
企
業
・
経
済
の
持
続
的
な
成

長
と
安
定
的
な
資
産
形
成
な
ど
に
よ
る
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
︑﹁
金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
の
推
進
﹂﹁
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
︵
最
終
受
益
者
の
資
産
形
成
に
資
す
る
資
金

の
好
循
環
の
実
現
を
含
む
︶﹂﹁
金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
の
確
保
﹂
の
三
つ
の
重

点
施
策
と
︑
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
﹁
世
界
共
通
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献
な
ど
の
国
際
的
な
取
組

み
﹂﹁
金
融
庁
自
身
の
改
革
﹂
と
い
う
﹁
３
＋
２
﹂
の
取
組
み
を
取
り
ま
と
め
た
︒
な
お
︑
紙
幅
の
関
係
上
︑
本
稿

で
紹
介
す
る
取
組
み
は
︑
実
践
と
方
針
に
掲
げ
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
点
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
︒

援
強
化
（
注
１
）、
③
機
能
別
・
横
断

的
法
制
の
整
備
、
④
金
融
機
関
と
当

庁
間
に
お
け
る
情
報
の
収
集
・
蓄
積

・
利
活
用
の
高
度
化
・
効
率
化
に
向

け
たR

egTech/SupTech

エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
具
体
化
（
図
表
２
）、
⑤
国

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
特
に
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
な
ど
を
活

金
融
庁

総
合
政
策
局
　
総
合
政
策
課

課
長
補
佐

天
白
隼
也

課
長
補
佐田

中
志
津
恵
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用
し
た
分
散
型
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
当

局
、
技
術
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
に
よ
る

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
型
ア
プ

ロ
ー
チ
で
議
論
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

│
と
い
っ
た
重

点
５
分
野
で
の
取
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た 

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
個
々

人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利

用
者
が
、
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
適
切
に
資
産
形

成
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
信
頼
・
安

心
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

１
最
終
受
益
者
の
資
産
形
成
に
資
す

る
資
金
の
好
循
環
の
実
現

　

家
計
金
融
資
産
を
見
る
と
、
例
え

ば
、
過
半
の
９
０
０
兆
円
以
上
が
現

預
金
で
あ
り
、
資
産
の
伸
び
も
低
い

水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
豊

富
な
金
融
資
産
が
十
分
に
運
用
・
活

用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
状
況
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
金
融
・
資
本
市
場

の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
各
参
加
者
が

求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く

よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
計
の

多
様
性
を
反
映
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
と
も
に
、
資
金
の
流
れ
を
最
適
化

し
、
最
終
受
益
者
で
あ
る
家
計
に
企

業
価
値
の
向
上
と
収
益
の
果
実
が
も

た
ら
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

図
表
３
に
示
し
た
六
つ
を
重
点
分
野

と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

①
家
計
の
金
融
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
と
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資

の
推
進

　

今
年
６
月
の
Ｇ
20
福
岡
に
お
い
て

承
認
さ
れ
た
「
Ｇ
20
福
岡
ポ
リ
シ
ー

・
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
」
に
お
い
て
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
家
計
の

金
融
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
通
じ
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

見
合
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
各
個
人
が

適
切
に
選
択
し
、
最
適
な
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
構
築
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
総
合
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
起
点

と
な
る
と
同
時
に
最
終
受
益
者
で
あ

る
家
計
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

が
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー

ン
の
各
参
加
者
が
提
供
す
る
金
融
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
向
上
や
、
企
業
経
営

〔図表１〕 金融デジタライゼーション戦略の	
重点５分野の新たな取組み

１　データ戦略の推進

■ データの利活用の促進などのデータ戦略の推進（情報銀行
の活用も含めた、金融機関の取組みの促進など）

２　イノベーションに向けたチャレンジの促進

■ 新たな金融サービス創出を目指す多様なプレーヤーを後押
し（FinTech Innovation Hubによる情報収集・支援機能の強
化など）

３　機能別・横断的法制の整備

■ デジタライゼーションに伴う金融サービスの変容に対応す
るため、機能・リスクに応じた金融法制を整備（「決済」分
野の横断化・柔構造化や横断的な金融サービス仲介法制の
実現）

４　金融行政・金融インフラの整備

■ 効率的な行政・デジタライゼーションの基盤を整備
（RegTech/SupTechエコシステムの具体化に向けた取組み）

５　グローバルな課題への対応

■ サイバーセキュリティへの対応やブロックチェーンなど最新
技術の動向把握など（分散型金融システムについてマルチス
テークホルダー型アプローチで議論するガバナンスフォーラ
ム（仮称）の開催、暗号資産に関連した新たな構想の出現を
踏まえた対応の検討など）

（出所）　金融庁（以下、同じ）。

〔図表２〕 RegTech/SupTechエコシステムが目指すコンセプト
実効性 金融機関の内部管理、当局の金融モニタリングの向上

効率性 金融機関の経営・当局報告コスト、金融機関・当局の
システムコストの低減

柔軟性（連結性） 新たな技術、非金融分野のplayerへの対応も可能
速報性（リアルタイム） 参加者が情報をリアルタイムに把握
双方向性
（データシェアリング）

報告するためだけの一方通行のシステムではなく、参
加者が共有

簡易性 従来型の重厚長大なシステムではなく、簡易なシステ
ムでアジャイルに開発

機密性 共有される情報については機密性を確保
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の
改
善
に
つ
な
が
り
、
家
計
が
そ
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
よ
り
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
と
よ
り
高
い
リ
タ
ー
ン
を
享
受

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
家
計
の
金

融
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
向
上
の

た
め
、
関
係
組
織
と
も
連
携
し
、
出

張
授
業
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
金
融
商
品
購
入

時
の
参
考
に
資
す
る
よ
う
、
金
融
商

品
販
売
会
社
と
の
対
話
に
お
け
る
ポ

イ
ン
ト
を
策
定
し
、
利
用
者
の
ベ
ス

ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
提
供
す
る
。

　

ま
た
、
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資

の
推
進
の
た
め
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て

は
、
昨
年
１
月
か
ら
今
年
６
月
末
ま

で
の
口
座
開
設
数
が
約
１
４
７
万
口

座
と
な
り
、
着
実
に
普
及
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
制
度
や
そ
の
内
容
を

知
ら
な
い
層
も
多
く
、
制
度
の
改
善

と
普
及
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
関

係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
制
度
の
恒
久

化
や
利
便
性
向
上
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

②
販
売
会
社
に
よ
る
顧
客
本
位
の
業

務
運
営

　

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す

る
原
則
」
を
採
択
し
た
事
業
者
数
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
趣
旨

を
自
ら
咀
嚼
し
、
実
践
す
る
ス
タ
ン

ス
が
欠
如
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、
業
績
評
価
体
系
の
見
直
し

や
顧
客
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
む
姿
勢
の
深
度

に
販
売
会
社
間
で
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
顧
客
本
位
の
取
組
み
の

さ
ら
な
る
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
銀
行
の
投
資
信
託
の
販

売
額
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
一
方
、

外
貨
建
て
一
時
払
い
保
険
の
販
売
額

が
急
増
し
て
い
る
状
況
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
原

則
」
を
自
ら
の
経
営
理
念
に
取
り
入

れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
・
取

組
み
が
営
業
現
場
に
浸
透
し
実
践
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

経
営
者
な
ど
と
対
話
を
行
う
。
ま
た
、

外
貨
建
て
保
険
な
ど
の
販
売
額
が
増

加
し
て
い
る
商
品
に
つ
い
て
、
営
業

現
場
に
お
け
る
顧
客
宛
て
提
案
な
ど

の
実
態
や
本
部
に
お
け
る
管
理
の
状

況
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

す
る
ほ
か
、
比
較
可
能
な
共
通
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
分
析
結
果
を
も
と
に
、
各
業
態

が
抱
え
る
顧
客
属
性
な
ど
を
踏
ま
え

た
商
品
や
販
売
方
法
の
あ
り
方
に
つ

い
て
金
融
機
関
と
議
論
を
行
う
。
さ

ら
に
、
金
融
審
議
会
「
市
場
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
は
、

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
を
検
証
し
つ

つ
、
制
度
対
応
の
適
否
も
含
め
て
新

家計の金融・情報リテラシー 販売会社による	
顧客本位の業務運営

アセットオーナーの	
機能発揮

■  社会環境の変化や多様なラ
イフプラン・ニーズに応じ
た金融・情報リテラシーを
得られる機会を幅広い関係
者と連携して提供
■ 金融商品購入時のベスト・
プラクティスの 提供

■ デジタルチャネルを活用
した多角的アプローチ

■ NISAの改革
　（つみたてNISAの恒久化）

■ 顧客本位の業務運営に係る
経営理念・戦略・取組みの、
営業現場への浸透・実践
■ 良質なアドバイスができる
担い手の充実や手数料体系
のあり方の議論

■ アセットオーナーの運用態
勢の充実
■ スチュワードシップ活動の
強化

最終受益者である家計に企業価値の向上と収益の果実がもたらされるよう、
インベストメント・チェーンの各参加者が求められる役割を果たしていくことが必要

コーポレートガバナンス改革 金融・資本市場の	
機能・魅力の向上 資産運用業の高度化

■ スチュワードシップ・コー
ドの改訂
■ 証券市場構造の見直しに合
わせたガバナンスのあり方
の検討
■ 企業開示の充実

■ 総合取引所の実現
■ 証券市場構造の見直し
■ 東京国際金融センターの推
進
■ 社債市場の活性化
■ インベストメント・チェー
ンの参加者が 果たすべき
役割に関する調査・検討
■ 市場監視機能の向上

■ 新規参入の促進
■ 投資運用業者の運用力強化
に向けた業務運営態勢の確
立
■ 運用力・運用商品のパフォ
ーマンスの「見える化」

〔図表３〕 	 最終受益者の資産形成に資する資金の好循環を実現するための６つの重点分野

（注） 　インベストメント・チェーン（投資の連鎖）とは、顧客・受益者から投資先企業へ投資がなされ、その価
値向上に伴う配当などが家計に還元される一連の流れをいう。
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た
に
検
討
を
行
う
。

③
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
機
能
発
揮

　

最
終
受
益
者
の
最
も
近
く
に
位
置

し
、
企
業
と
の
対
話
の
直
接
の
相
手

方
と
な
る
運
用
機
関
に
対
し
て
働
き

掛
け
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と
い

っ
た
重
要
な
機
能
を
有
し
て
い
る
、

企
業
年
金
な
ど
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ

ー
に
つ
い
て
、
経
済
界
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
と
連
携
強
化
を
図
り

つ
つ
、
母
体
企
業
へ
の
個
別
の
働
き

掛
け
も
含
め
、
運
用
態
勢
の
充
実
や

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
促
進

に
向
け
た
取
組
み
を
行
う
。

④
資
産
運
用
業
の
高
度
化

　

資
産
運
用
業
の
高
度
化
は
、
資
本

市
場
の
活
性
化
や
国
民
の
安
定
的
な

資
産
形
成
を
実
現
す
る
う
え
で
重
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
資
産
運
用
業

者
が
目
指
す
具
体
的
な
姿
（
経
営
目

標
・
経
営
指
標
な
ど
）
や
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
方
策
、
特
に
グ
ロ
ー

バ
ル
運
用
体
制
の
強
化
、
人
材
の
育

成
・
確
保
、
業
務
イ
ン
フ
ラ
の
革
新

と
い
っ
た
主
要
課
題
に
つ
い
て
、
海

外
の
運
用
会
社
の
先
進
的
な
取
組
み

な
ど
も
踏
ま
え
た
対
話
を
行
い
、
資

産
運
用
業
者
の
運
用
力
強
化
に
向
け

た
業
務
運
営
態
勢
の
確
立
を
目
指
す
。

⑤
金
融
・
資
本
市
場
の
機
能
・
魅
力

の
向
上

　

２
０
２
０
年
度
上
期
の
総
合
取
引

所
の
実
現
を
目
指
す
ほ
か
、
証
券
取

引
所
の
市
場
構
造
に
つ
い
て
、
上
場

会
社
の
持
続
的
な
企
業
価
値
向
上
と

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
に
資
す
る

も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
な
ど
を
進

め
る
。

⑥
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

　

近
年
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。

他
方
、
指
名
委
員
会
お
よ
び
報
酬
委

員
会
の
委
員
構
成
や
適
切
な
資
質
を

備
え
た
独
立
社
外
取
締
役
の
選
定
な

ど
、
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
に
向
け

た
課
題
の
ほ
か
、
投
資
家
と
企
業
と

の
対
話
の
内
容
が
依
然
と
し
て
形
式

的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い

っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
改

革
を
「
形
式
」
か
ら
「
実
質
」
へ
と

さ
ら
に
深
化
さ
せ
、
そ
の
実
効
性
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
運
用
機
関
に
よ
る
情

報
提
供
の
充
実
、
議
決
権
行
使
助
言

会
社
の
体
制
整
備
や
透
明
性
の
確
保
、

運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
透
明
性
の

確
保
な
ど
に
関
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
を
行
う
。

ま
た
、
市
場
構
造
の
見
直
し
の
動
向

を
踏
ま
え
、
各
市
場
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
な
ど
を
検
討
す
る
。

２
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
信
頼
感
・
安
心

感
の
確
保

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
今
後
ま
す

ま
す
高
齢
化
が
進
展
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
金
融
機
関
に
は
、

高
齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
や
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
金
融
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
、
高
齢
者
や
認
知
症

の
人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
創

意
工
夫
あ
る
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
普
及
を
図
る
。
ま
た
、
障

害
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
施
設

・
態
勢
の
整
備
や
現
場
職
員
へ
の
浸

透
の
徹
底
、
外
国
人
の
円
滑
な
口
座

開
設
や
多
言
語
対
応
の
充
実
な
ど
を

促
進
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
自
然
災
害

が
発
生
し
た
際
に
、
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
が
行

え
る
よ
う
、
平
時
か
ら
対
応
態
勢
を

整
備
す
る
。

　

金
融
機
関
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
経
営
戦
略
自
体
に

内
在
す
る
場
合
が
多
く
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
は
経
営
の

根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
の
認
識

に
基
づ
い
た
経
営
目
線
で
の
対
応
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

経
営
陣
の
姿
勢
、
内
部
統
制
の
仕
組

み
、
企
業
文
化
な
ど
の
着
眼
点
を
も

と
に
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
の

高
度
化
に
係
る
対
話
を
実
施
す
る
。

　

暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
に
つ
い

て
は
、
流
出
事
案
の
発
生
や
、
上
場

企
業
・
海
外
業
者
に
よ
る
仮
想
通
貨

交
換
業
者
へ
の
出
資
・
買
収
な
ど
の

動
き
も
見
ら
れ
る
。
利
用
者
保
護
の

確
保
を
通
じ
た
事
業
者
の
信
頼
性
向

上
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
前
提
で

あ
り
、
資
金
決
済
法
等
改
正
法
の
円

滑
な
実
施
に
向
け
、
政
府
令
・
事
務

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
お
よ
び
実
効

性
の
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
・
手

法
の
構
築
な
ど
や
、
自
主
規
制
機
能

の
早
期
確
立
の
促
進
な
ど
の
取
組
み

を
着
実
に
推
進
す
る
。

金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
と 

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
確
保

１
地
域
金
融

　

地
域
金
融
機
関
を
と
り
ま
く
環
境

は
、
低
金
利
環
境
の
継
続
や
人
口
減

少
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
年

々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
台
頭
に
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よ
り
新
た
な
競
争
も
進
展
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
度
（
19
年
３

月
期
）
の
地
域
銀
行
の
顧
客
向
け
サ

ー
ビ
ス
業
務
の
利
益
の
状
況
を
見
る

と
、
５
期
以
上
の
連
続
赤
字
と
な
っ

て
い
る
銀
行
数
は
一
昨
年
度
の
23
行

か
ら
27
行
へ
と
増
加
す
る
な
ど
、
黒

字
転
換
の
進
ま
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　

地
域
金
融
機
関
が
、
安
定
し
た
収

益
と
将
来
に
わ
た
る
健
全
性
を
確
保

し
、
金
融
仲
介
機
能
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
企
業
の

生
産
性
向
上
や
地
域
経
済
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
金

融
機
関
の
経
営
者
は
確
固
た
る
経
営

理
念
を
確
立
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
経
営
戦
略
の
策
定
と
そ
の
着
実
な

実
行
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
践
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
金
融
庁
と

し
て
は
、
確
固
た
る
経
営
理
念
の
も

と
で
の
戦
略
・
計
画
の
実
行
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
の
実
践
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

地
域
金
融
機
関
の
各
階
層
（
経
営
ト

ッ
プ
か
ら
役
員
、
本
部
職
員
、
支
店

長
、
営
業
職
員
）、
社
外
取
締
役
と

の
探
究
型
対
話
を
実
施
す
る
。
な
お
、

対
話
に
当
た
っ
て
は
、
心
理
的
安
全

性
（
注
２
）（
一
人
ひ
と
り
が
不
安
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
発
言

・
行
動
で
き
る
場
の
状
態
や
雰
囲

気
）
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
る

（
図
表
4
）。
ま
た
、
将
来
に
わ
た

る
収
益
性
・
健
全
性
の
確
保
の
観
点

か
ら
懸
念
の
あ
る
地
域
金
融
機
関
に

対
し
て
は
、
早
期
警
戒
制
度
を
活
用

し
つ
つ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
く
。

　

加
え
て
、
地
域
金
融
機
関
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
確
立
の
た
め
の
環
境
整

備
に
向
け
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
策
を
実
施

す
る
。
具
体
的
に
は
、
金
融
機
関
の

業
務
範
囲
な
ど
に
係
る
規
制
緩
和

（
地
域
活
性
化
の
た
め
の
５
％
ル
ー

ル
の
見
直
し
な
ど
）
を
行
う
。
ま
た
、

地
域
金
融
機
関
の
経
営
陣
・
社
外
取

締
役
な
ど
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
に
向
け
た
自
ら
の
経
営
と
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
有
効
性
な
ど
を
検
証
す
る
際

に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
論
点
を
ま
と

め
た
「
地
域
金
融
機
関
の
経
営
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
改
善
に
資
す
る
主
要
論

点
（
コ
ア
・
イ
シ
ュ
ー
）」
を
策
定

・
活
用
し
、
地
域
金
融
機
関
と
具
体

的
か
つ
深
度
あ
る
対
話
を
行
う
と
と

も
に
、
金
融
機
関
内
で
の
自
発
的
な

議
論
を
促
す
。

２
大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ

　

大
手
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、

収
益
源
の
拡
大
・
多
様
化
を
企
図
し

て
海
外
業
務
や
グ
ル
ー
プ
連
携
業
務

を
推
進
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
足

も
と
で
は
、
財
務
の
健
全
性
は
維
持

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
サ
イ
ク
ル
の
転
換
と
い
っ
た

ス
ト
レ
ス
下
に
お
い
て
も
適
切
な
金

融
仲
介
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
に

は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
有
効
に
機
能
す

る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
管
理
の
高
度

化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
促
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
①
グ
ル
ー
プ
ベ
ー
ス
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
の
構
築
、
②
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
イ

ク
ル
の
転
換
を
見
据
え
た
対
応
、
③

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
と
リ
ス
ク

管
理
の
高
度
化
な
ど
│
│
を
着
眼
点

に
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
リ
ス
ク

の
把
握
に
努
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

中
で
深
度
あ
る
対
話
を
通
じ
た
課
題

の
改
善
や
管
理
態
勢
の
高
度
化
を
促

し
て
い
く
。

課
題
解
決
へ
の
貢
献
と 

当
局
・
行
政
運
営
の
改
革

１
世
界
共
通
の
課
題
の
解
決
へ
の
貢

献
と
国
際
的
な
当
局
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
協
力
の
強
化

　

わ
が
国
が
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
議

論
を
深
め
て
き
た
世
界
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
等
の
国
際
基
準

設
定
主
体
に
お
け
る
さ
ら
な
る
検
討

な
ど
、
合
意
さ
れ
た
今
後
の
作
業
が

進
展
す
る
よ
う
、
次
の
Ｇ
20
議
長
国

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
と
も
連
携
し
、

Ｇ
20
や
関
連
国
際
会
議
で
の
議
論
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
金
融
技
術
革

新
が
進
む
中
で
、
暗
号
資
産
に
関
連

し
た
新
た
な
構
想
の
出
現
を
踏
ま
え
、

金
融
庁
、
財
務
省
、
日
本
銀
行
に
よ

る
３
当
局
連
絡
会
で
連
携
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
側
面
に
つ
い
て
総
合
的
な
議

論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に

連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
に
つ
い
て
は
、「
気
候
関
連
財

務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
）」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お

け
る
議
論
へ
の
貢
献
な
ど
を
通
じ
て
、

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
提
言
に
沿
っ
た
開
示
に

自
主
的
に
取
り
組
む
企
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ

び
テ
ロ
資
金
供
与
対
応
に
つ
い
て
は
、

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
な
ど
で
の
国
際
的
な
議
論

に
積
極
的
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、

国
際
協
調
に
向
け
た
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
。
ま
た
、
個
々
の

金
融
機
関
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
リ
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ス
ク
ベ
ー
ス
で
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
金
融
機
関
全
体
の
管
理

態
勢
の
底
上
げ
を
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対

日
相
互
審
査
も
見
据
え
、
マ
ネ
ロ

ン
対
応
高
度
化
官
民
連
絡
会
な

ど
を
通
じ
、
官
民
が
連
携
し
て
効

率
的
・
効
果
的
な
業
界
横
断
的
な

対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
日
中
金
融
協
力
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
支
援
計
画
な
ど
に
加

え
、
本
邦
金
融
機
関
の
海
外
進
出

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
・
支
援

を
充
実
し
、
国
な
ど
と
の
幅
広
い

協
力
関
係
の
構
築
・
深
化
に
戦
略

的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
当
局
間
交

流
の
強
化
や
、
新
興
国
に
お
け
る

知
日
派
の
育
成
に
向
け
、
大
学
な

ど
と
も
連
携
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金

融
連
携
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
）（
注
３
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強

化
す
る
。

２
金
融
当
局
・
金
融
行
政
運
営
の

改
革

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
課

題
に
適
切
に
対
応
し
、
利
用
者
視

点
に
立
っ
た
質
の
高
い
金
融
行

政
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
金
融

庁
が
、
職
員
に
と
っ
て
仕
事
に
や

り
が
い
を
感
じ
、
自
身
の
成
長
を
実

感
で
き
る
職
場
と
な
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
昨
事
務
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
、
職
員
の
成
長
支
援
や
対

話
力
向
上
の
た
め
上
司
と
部
下
が
一

対
一
で
行
う
対
話
（
１
on
１
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
や
、
職
員
の
自
主
的
な
政

策
提
案
の
枠
組
み
（
政
策
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
）
を
継
続
す
る
。
さ
ら
に
、
局

・
課
室
ご
と
に
組
織
活
性
化
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
業
務
効
率
化
に
関
す
る

課
題
を
特
定
し
た
う
え
で
改
革
目
標

を
設
定
し
、
取
組
状
況
を
「
見
え
る

化
」
す
る
ほ
か
、
職
場
の
課
題
の
吸

い
上
げ
と
改
善
の
た
め
の
有
志
職
員

に
よ
る
組
織
活
性
化
に
向
け
た
取
組

み
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
課
題
に
取
り

組
む
仕
組
み
を
整
備
す
る
。

　

新
し
い
検
査
・
監
督
の
実
現
に
向

け
、
検
査
・
監
督
の
質
・
深
度
を
さ

ら
に
高
め
る
べ
く
、
不
断
に
改
善
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、「
金
融
検
査
・
監
督
の
考
え
方

と
進
め
方
（
検
査
・
監
督
基
本
方

針
）」
や
分
野
別
の
「
考
え
方
と
進

め
方
」
を
踏
ま
え
て
金
融
機
関
と
対

話
を
行
い
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
具
体

的
な
事
例
な
ど
を
蓄
積
・
公
表
し
、

必
要
に
応
じ
て
「
考
え
方
と
進
め

〔図表４〕 心理的安全性について（企業・顧客と金融機関、金融庁）

金融機関の将来にわたる
健全性の確保

金融仲介機能の十分な発揮
（地域企業の生産性向上・
地域経済の発展に貢献）

経営陣

本部長・
執行役員

営業職員

支店長 支店長 支店長 支店長 支店長

•明確な経営理念
•着実に実行するための態勢・ＰＤＣＡの実践
•的確な現状分析に基づいた経営戦略
　（ＲＡＦなども活用）

取締役会などによる
ガバナンス

（大きな戦略などに方向性と
実効的な規律付け）

金融機関

金融庁 企業・顧客

心理的安全性の確保による
闊達な議論の促進

•ノルマ至上主義
•心理的プレッシャー
•不明確な指示
などへの留意

•経営理念の理解
•気付きやアイディア
　の共有
•顧客視点の改善提案
などの浸透

本部

金融財政事情 2019．10．1441

２０１９事務年度「実践と方針」の要点解説



方
」
に
反
映
さ
せ
る
と
い
っ
た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
・
定
着
さ
せ

る
。

（
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分

は
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所

属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は

な
い
）

（
注
）１　

F
inTech Innovation H

ub
で

の
活
動
に
つ
い
て
は
「
多
様
な
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
対
話
か
ら
見
え
た
10
の
主
要
な
発

見
（K

ey F
ind ings

）」（
２
０
１

９
年
９
月
公
表
）
参
照
。（https://

w
w

w
.fsa

.g
o

.jp
/n

e
w

s
/r1

/

sonota/20190905.htm
l

）

２　

E
dm

ondson, A
.

（1999

）

で
は
、「
素
朴
な
意
見
を
述
べ
る
等

対
人
関
係
で
リ
ス
ク
の
あ
る
行
動
を

取
っ
て
も
、
安
全
で
あ
る
（
不
利
に

扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
等
）
と
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
全
員
が
感
じ
て
い
る
こ

と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

米
グ
ー
グ
ル
に
よ
る
チ
ー
ム
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（P

roject A
r is tot

le

）
で
は
、
チ
ー
ム
の
生
産
性
に
影

響
を
及
ぼ
す
大
き
な
要
素
と
し
て
、

例
え
ば
、
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
メ
ン
バ
ー
が
周

囲
の
評
価
を
気
に
か
け
る
あ
ま
り
、

結
果
と
し
て
、
チ
ー
ム
の
生
産
性
を

低
下
さ
せ
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３　

２
０
１
４
年
４
月
に
ア
ジ
ア
金

融
連
携
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｃ
＝

A
sia F

in
an

cial P
artn

ersh
ip 

C
enter

）
を
設
置
。
２
０
１
６
年

４
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
連
携
セ
ン

タ
ー
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
＝G

lobal 

F
in

 an
 cial P

artn
ersh

ip
 C

en


ter

）
に
改
組
し
、
支
援
対
象
地
域

を
拡
大
（
中
東
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南

米
も
追
加
）。

　

お
盆
か
年
末
年
始
に
帰
っ
た
実
家

で
、
あ
な
た
の
両
親
が
こ
ん
な
助
言

を
し
み
じ
み
と
し
て
く
れ
た
と
す
る
。

　

「
年
金
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
は
で
き
る
け
ど
楽
で
は
な
い
よ
」

　

「
退
職
金
に
加
え
て
も
う
ち
ょ
っ

と
お
金
を
貯
め
て
引
退
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
と
、
老
後
に
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
楽
に
な
る
よ
」

　

た
ぶ
ん
、
あ
な
た
は
両
親
の
言
葉

を
素
直
に
聞
く
こ
と
だ
ろ
う
。「
老

後
２
０
０
０
万
円
問
題
」
で
話
題
と

な
っ
た
金
融
庁
の
市
場
Ｗ
Ｇ
報
告
書

も
本
来
の
趣
旨
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

　

本
書
は
同
Ｗ
Ｇ
委
員
で
も
あ
っ
た

著
者
が
、
老
後
資
産
形
成
と
リ
タ
イ

ア
後
の
資
産
管
理
手
法
に
つ
い
て

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
る
手
法

を
ま
と
め
た
一
冊
で
あ
る
。「
自
分

の
年
金
額
」「
自
分
の
加
入
し
て
い

る
退
職
給
付
制
度
」
を
知
る
た
め
の

情
報
を
提
供
し
つ
つ
、
自
助
努
力
を

行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
し
て
い
る
。

平
均
像
よ
り
も
重
要
な
「
自
分
の
加

入
状
況
」
の
調
べ
方
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
退
職
給
付
制
度
の
受
取
り

方
や
老
後
の
計
画
的
な
取
り
崩
し
手

法
な
ど
に
も
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。

近
年
議
論
の
進
む
私
的
年
金
の
中
継

ぎ
論
（
リ
タ
イ
ア
後
の
数
年
間
を
自

助
努
力
資
金
だ
け
で
暮
ら
し
て
公
的

年
金
を
繰
り
下
げ
、
増
額
を
図
る
手

法
）
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
読

者
の
参
考
と
な
ろ
う
。

　

今
ま
で
、
現
役
時
代
か
ら
老
後
資

産
形
成
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
性
は

な
か
な
か
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

「
老
後
２
０
０
０
万
円
問
題
」
の
お

か
げ
で
広
く
国
民
に
周
知
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
む
し
ろ
前
向
き
に
と

ら
え
て
み
た
い
。

　

誤
解
を
解
き
つ
つ
税
制
優
遇
口
座

を
通
じ
て
、
い
か
に
資
産
形
成
し
て

い
く
か
が
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
や
金
融
機
関
職
員
の
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
役
割
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
資
産
形
成
と
同
様
に
計
画
的
な

取
り
崩
し
プ
ラ
ン
の
提
案
能
力
も
今

後
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
本
書
は
、

そ
う
し
た
能
力
を
養
う
た
め
の
標
準

テ
キ
ス
ト
に
も
な
り
え
よ
う
。

（�

評
者
：
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ

ズ
ダ
ム
　
代
表
　
山
崎
俊
輔
）

て
ん
ぱ
く
　
じ
ゅ
ん
や

10
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
同
年
日

本
銀
行
入
行
。
同
行
金
融
市
場
局
市

場
調
節
課
、
金
融
研
究
所
制
度
基
盤

研
究
課
、
企
画
局
企
画
調
整
課
を
経

て
、
18
年
か
ら
現
職
。

た
な
か
　
し
づ
え

00
年
松
山
大
学
法
学
部
卒
。
同
年
財

務
省
四
国
財
務
局
入
局
。
金
融
庁
監

督
局
郵
便
貯
金
・
保
険
監
督
参
事
官

室
、
同
局
銀
行
第
二
課
を
経
て
、
19

年
か
ら
現
職
。

『50歳から始める！　
老後のお金の不安

がなくなる本』
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